
年忘れ 笑 い と 汲 の 福袋 i n らららホ
ー ル

第
一

部 雪 の 日 の 心 あ た た ま る物語 a n d 珠玉 の ギタ ー 名曲選 ～ 演奏 : 若生 智彦 ～

黒ねこのおきゃくさま 一 福 松子 平ひ とり芝 居 一

原作 ニル】ス ･

工 イ ン ス ワース 調: 荒こ の み

冬 の 提げ沌L 賃乏應譲 しい さんの 家 に- 匹 の 紫描がや っ てきます .

_
ボロ ホロ に や せ塙 っ た

㌣撞 を哀 れに 思 っ たお しい さん は ､ 残っ てい た自分 の 会へ 花椿 全部 やっ てしまし､ 夏す さら

に ､ わす かはかりのまきも暖炉 にく へ て ､ 黒描 を碩凍 てやるのて ｣ たっ 翌鰯 ､ 黒雲削ま不足…義な

三菜 を夷 L て ▲ 去っ て行 きます′ 豊 掩 を見送っ た襖 ､ お しい さん に 冠 こっ た否 研とは･=~･･〉

貧乏神と福の 神 一 叢 上地 方 に伝 わる民話 一

脚 本: 四 世 駅澤 重造 朗 読二大 日琳 太郎 出演二及川 誠 広 雀 美 季 他

富ぎ乏神 か 住んでい た家 に 働 き者 の 播 かとつ い て きました ｢ 夫衰Il は せっ せ と働い たの で ､ 貫首

乏神 は たんた んそ の 寮に 居づ らくなりました L ある年の 大晦 臥 夫婦力､ 年越しの 支度も済 ませ

て正月を 迎えようとしてい ると ､ 天井 黒 から泣 き声か聞 こえます . 見 ると邑乏押 か 泣し
､
て い て､

明 日福 の 神ガザ っ てくるの て ､ それまて に哀を出 なくてはならな いと言うの でL た (

.

第 二 部 K Y O G E N 笑劇場 ～ バ イ リ ン ガ ル で わ っ 仕 っ は! ～

日本青書による 狂言 『盆山』

英語による狂言 『盆山』 T H E D W A R F T R E E T H I E F
: 出 演: 小 仁所 伴 紀 郁ii 子 平 指 導: タン

･

ケ ニ ー･ 二演出: 大 日 琳 太郎

冨山( 笠寺引を たくさん持 つ 人 に ､
い くら頼んて もくれ右い の て ､ 動 こに つ そりと謹 み に やっ てくる 垣根 を破 っ て 侶 入L･ し 遠 山 を物 色 してい るとこ ろを見

つ かっ た実 は ､ 盆山 の 陰 に隠 れる一

盗人力＼顔 見知り たと気付 い た 主人 止 ､ きん ぎんに なふ っ てや ろうと｢遺 た ､ 犬 た
.
←と言 い ､ 遠人 はその 都丁重頂 き宕ね を するが ､ 次に ｢ 鯛た ｣ と 言われ･▲･ 広後 の 祭蓑 を突く 要求に ､ 果 たしてどう対 応す

るか か見 ところ､

試 練 渡 河 如 胡■′呑舟 加重

頓㌫㌻て 童広二･こ二転香炉る

未匡偲表照 射∈j訴碑思 想旗 手帝 蓬畠≡ 及州諒庭

日時 1 2 月5 日( 木) 開演1 8 : 3 0 〈開場1 8 : 0 0〉

場所 楽楽楽ホ ー ル( 太白区文化 センタ ー

) 仙 台 市 太白 区長 町 汀 目3 書 2 号

塘 F 鉄 ｢ 長町研｣ 南 1 重出 口から直結 / ｣ 和 良 町雛 より徒歩∋分

全席指定 前禿券1 , 5 0 0 円 当日券2 ′5 0 0 円

プレイガイド : 仙台三 越 藤崎
lロ才 末ラ悉の 右 子 種 の こ 入 喝 は こ 遠康 問 い ます

ご予約 ･ お申込み ･ お問 い 合わせ先

0 2 2 - 2 8 5 - 3 6 5 5
日本 の物語制作委員会 宮城事 務 局

仙台 ･ 杜 の 響きコ ン サ
ー

ト

t e l . 0 2 】- 3 0 之- 3 3 4 4

後産 : ( 公社) 宮城県芸 術協会 河北新報 東北放送 K H B 東 日本放送 宮城 テレ ヒ 仙台放 送 企画制作 : ｣lP A 5 大 日座 主催 : 日本の 物 語制作委 員会

そのまま

福笑い

忘年会へG O !

1 2 月5 日 終 演後 ､ 出演 者と一緒 に 忘年会 は い か が で す か 7 会場 旨い肴 ･ 炭火焼 しずる

飲ん て ､ 笑 っ て 楽 しく語り合 い ま しょ う､
.

会 費 4 . 5 0 0 円(観 劇料 込) 先 着4 S 名横 取定

こ
し

予 約二日 本 の 物 語 制作委員会( 0 2 コー2 8 5-∋6 5 5)

仙 台 市太白 区長 町ヨー4- 1 6

キ ャ ピタ ル ブ ラ ザ 長町1 F r らららホール すく 向打 い 1

簡L.
0 2 2- 3 9 3- 7 1 8 7


